




研究の目的 

小児期に行われるべきマス・スクリ一二ングの条件を,医学的,社会的,行政的立場から検討

し,あわせて実施による評価の基準について策定することを目的とするが,本年度は神経芽

細胞腫に対する尿のVMA テストをとりあげ,各地における試行結果について解析検討した。

またこれを実施した場合の,①技術的,②経済効率的問題,③親および社会の反応,④医学的

意義,⑤行政的意義,等について総合的に検討することを目的とした。 


